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　　　　　　　葡萄穣木の貯藏及び揮床の土壌潔度※

　　　　　　　乏穂木の再生喝発育乏の関係

　　　　　　　　　　功義授　　掻　野　正　明
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　　　　　　　・・iIm・i・亡…北・・1・醐g・・f・i…汕・・汕a・・批1・・9b・組

　　　　　　　　　　　Ass工s七ant　Pro免ssor　of　Hor亡1cu1も㎜e

　　　　　　　　　　　　　　　　S。皿ATSUNO

　　　　　　　　　　　　　　　　　I繕　　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（9）
　果樹の挿穂の貯藏方法に関しては從来経験的に種々述ぺられているが、　穂木を貯藏する土

壌潔度や並びに挿床の土壌撫度が挿穂の再生及び育苗に及ぼす影響についての実騒的蔵績は少

い◎

　筆者ぼ葡萄を材料としてこの種の予備的観察を行つた。

　本実験に於て種々懇篤な指導を賜つた京都大学小林致授、並びに本校二井内致授に対してこ

こに深謝の意を表する。

　　　　　　　　　　　　　斑　賓駿樹料履破涛1銭

　（且）穂木の探堰及’ぴ貯藏

　島根果益田町高津の当業者の普通栽増している甲州種14年生を材料とした。前年枝、直樫＆O

～9・5皿エヘ節間の長さ14～！5c皿の枝條を1月20日（1951）に切取り、直ちに長さ25・皿として

2芽を有するように切断して貯藏し淀・貯藏に用いた土壌は、海岸砂丘地の砂（最大容水量

肌晩）に水を加えて弐の濠度を有する4土壌区、即ち、（乱）O％区（室内風乾砂土）、（b）6

％区（約6％一対乾土重）・（c）11％区（約11劣一ク）、（d）飽和区（最大容水量以上）を調製

して5万分の1ワグネノレポツトに褒充した・ユ区3ポット喝1ボツトに貯藏穂を10本づつ垂直

にその下部19伽を挿入し・穂木の周囲には土壌が十分密着するようにした、叉飽和区は穂木

の下部5C皿を挿入した・な為土壌水分の発散を出来るだけ防止するため各ポツトを穂木共厚紙

で覆い、日光のあたらない室に置いた。

　貯蔵期間中1圓（2月21日）薪しく調製した所定の操度を有する砂と交換した。土壌含水量

は1月20日・2月21日・3月23巨の3回各区のポツトの上洩中、下部について測定した。同時

　※　島根縣立農林專門学凌園ズ研究室業績　　第2号
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に穂木の重量の塘滅を調査した。

各区の撫度及び貯藏室温は第1表及び第1図のようであつた。

第1表 貯藏中の土壌撫度
対乾土重％

区番号

（＆）

（b）

（C）

（d）

ボツト中

の位置

上

中

下

都

〃

〃

上

中

下

〃

〃

〃

上

中

下

〃

〃

〃

上

中

下

〃

〃

μ

測．　　　　定　　　　　時 期

1月20目

O．63％

6．73

ユ1．65

2月21目 2月2ユ日

0．39％

O．43

0．39

3，18

3，58

4．46

5，61

6，94

9．55

0．36％

6．69

11．25

3月23目

0．43％

O．44

0．46

2，46

3，48

4．26

4，64

6，46

9．57

第1図　貯藏室温
2◎

盈
応

　晦
度

錫5

5
　◎

爵222テ2ぶ3〃
目工

3　あ　9
皿

！2　げ　〃21　2呼　27　2　5　身　〃

　　　　　　　　　　皿
1今　’7　20　2～

備考：1月2蝸から3月23目迄毎目午前10時の測定値について3自間の平均値を以て・

　　　　表した。　月日はその中聞の目を示す。



13

（到　挿　　　　床

　上述の砂丘の砂土に水を添加して、弐の3土壌無度区（対乾土重％）（亙）5％区、（皿）11％区、

（皿）17％区を設けて挿床とし、各区とも5万分の1のワグネルポツト4個とした。挿床の土壌繰
　　　　　　　　　　（6）
度の保持は表面給水法　によつた。

　なお挿床の土壌編度は調製時に於て第2表のようであつた。

第2表　挿昧の土壌編度

　　　　　　　対乾土重％

　（3）挿　　　　木

　3月23目に貯藏穂を取出し、下部の一芽だげを取り、節間の太

さ・及び芽の大いさの殆ど等しいものを選び、各撫度に貯藏した

穂本を挿床NoI，NoL　No皿区にそれぞれ8本づつ配分して合

計12個の組合区を作つた。各組合せのものに対しては1ポットを

用いた。挿木後、3月28～4月1日の間、学校移転のため挿木し

午ま．ま各ポッ1を厚紙で覆へ土壌永分の発散を峡る鮒跨止

して、松江市に輸邊した。その後光線のあだる室内に置いた。

（堪）護胃の測定

　6月9巳（⊥951）に挿穂を掘取り、根及び薪楕をその基部より切りはなしてそれぞれその生

体重を測定した。

皿　費　駿　結　果

（工）貯藏申の穂木の重量の塘減

貯藏の前後及び貯藏期間中に1回、各貯藏区の穂木12～14本について測定した緒果、第3表

の如くであつた。

第3表　　穂木の重さ 1本当切卒均（1区12～14本）

~: ~~~~¥ I~l20~l 2;~218: 3)~23~ 

(a) 16 . 5~g 14.9g 13.2g 

(b) 16.2 16.2 16.4 

(c) 16. 1 16.5 16.5 

(d) 16.9 17.7 17.9 
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各区の穂木の重さについて3回の測定値の間の差をまとめると第4表のようであつた。

　　第4表　　差の顯著さ
差 の 顯 著 さ

区番号
自
由
度

統
計
量 1月20目～2月21目 一2月21目～3月23目

　　　※※18．03 ※※

（a） 13 t 45．64

（b） 12 危 1．04

…
1 1．94

※※

（C）
ヱ1

t 3．91 1．44

※※

（d） 11 t 8．15

　　　※※4．92

※※　　1％の水準で有意差を認む

　（a）の穂木は漸弐その重量は減少」（d）は塘加した。叉（c）は貯藏期間の前牛期に於ては

顯著な塘加を示したが後孚期は殆ど変化がなく、叉（b）は貯藏期間中殆ど変化がなかつた。

　（2）護根及．ぴ襲芽の撚態

貯藏中の土壌撫度と挿床の土壌撫度の組合区について測定した結果、第5表のようであつ

た。（附表参照）

第5表 発根数及び発芽数 挿木本数は工区8本

（a） （b） （c） （d）

発根及発芽共 0本 1本 8本 7奉
（I）

発隈のみ 0 O 0 1

発根及発芽共 0 8 8 8
（皿）

発根のみ 0 0 O 0

発根及発芽共 1 6 8
（皿）

8、

発根のみ O O 0 あ　O

　（a）は再生可能の穂木は殆どなく、（c）は全部再生可能であつた。（b）は（I）では殆ど全部再

生不可能であつたが、（皿）及び（皿）は概ね再生可能であつた。
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（3）護　　根　　量

根の童さは各ポツトについて、挿穂1本づつ測定しその平均値を以て表わした・

　　第6表　　　根　　の　　重　　さ

　　　挿床区貯藏　　　番号　区番号

（I） （皿） （1皿）

（a） O　g 0　g O　g

（b） 0 0．70 O．93

（c） 0．38 0．77 1．00

（d） 1．05 1．76 ユ．75

第7表
比　　　　　　較

差　　の　顯　著　　さ

（a），（b），（c），（d）間

（皿）及ぴ（皿）について

（b）（c）～（d）間

全

（b）〃（C）聞

（I），（皿），（皿）聞

（I）～（正）（皿）間

（皿）～（亙）間

亙＝24．7

F二112．5

．F＝0・5

亙旨　7．3

F＝14．22

F；0．52

差　の　顯　著’さ
※※　　　　　3
　　　　F。（0・O1）昌9・78

※※　　　　　1
　　　　F。（0．01）　＝　98．49

Fl（・．・5）＝1・．51

※　　　　　　2
　　　　F。（O・05）：5J4

※※　　　　i
　　　　F。（O・01）筥13・74

F沖・5）一5・99

2F。（O・01）雪10・92

　　※　　5タ6の水準で有意差を認む

　　※※　　ヱ％の水準で有意差を認む

故に（d）で（皿）乃至（皿）が発根は最も良好であつた。

（4）薪梢の重き

各ポツトの穂木について1本づつ測定した。第8表はその苧均億を表わしたものである・
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第8表 薪楕　の　重　さ

奮筆 （I） （皿） （皿）

（a） O．C8g 0　9 O．32g．

（b） 0 0．90 1．00

（c） 0．77 0．83 1．l1

（d） 1．17 ヱ．0ユ 0．96

第亀表 差　の　顯　蕃　さ

比 較 差 の 一顯 著 さ

（d） F＝5．86
※

（a），（b）， （C）， 間 F：（0．05）一・．7・ Fl（0．01）；9．7・

（・）～（b！（・）（d） 聞 F＝14．2
※※

　一F。（O・01）：13・74

（b），（c）， （d） 間 F＝ 1．5 　oF；！0・05）ζい4

（I），（皿），（皿） 間 F： 1．38
　、，F；（0・05）＝5J争

　　　※　　5％ρ水準で有意差を認む

　　　※※　　1％の水準で有意差を認む

貯藏漁度が塘加するに從つて薪稽の発育も亦良好となるように思われるが（b）、（c）、（d）の

8区の闘恒は差は認められ木叉挿床撫度の相異と薪稽の発育とめ聞にも差は認められなかつ

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　皿考　　　嚢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　参季葡萄の挿穂は撫潤な土壌或は鋸層に埋藏して貯藏を行つているが、川上氏　は一方法と

して穂木の下部を水中に浸漬して行う場合もあることを述べ洩叉ごの威績は土壌中に埋藏して

おいたものと比較して何ら相違のなかつたことを認めている。

　本実験に於て臥貯藏に用いた土壌繰度が塘大するに從つて挿穂の発根も亦良好となり飽和

土壌に貯藏した穂木は、他の撫度の土壌に貯藏したものよりもその発根量が慶れていたの七あ

る。貯藏に用いた土壌漁度が塘大するに從つて穂木の重量は増加したが、之は吸牧する水の量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）（8）
が塘大したためであると思われる。植物体は含水量が多くなれば呼吸作用は促進されるが
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貯藏中の穂木も亦含水量の増加によつて呼吸作用が促進され、体内養分の消費が増大するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
とすれば、穣木の吸牧する水分の多いことは不適当のように恩われる。然しながら菊池氏　に

よると滝葡萄の枝檎には根源体を具傭せ木挿木を行う場合には薪たに根源体を形威するもの

であると述べている。穂木の吸牧する水分の多いものぼど発根が良好であつたの臥休瞑枝が

冬季低温のもとに貯藏されたのであるから呼吸作用による体内養分の消耗が比較的少く、むし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
ろこの消耗よりも葡萄は吸水力が彊大で生育には多量の水を必要とする植物であるために　貯

藏申水分の多い方が紬胞を膨潤状態に保つて活動を盛んにし苅貯藏中或ぼ挿木後、根源体を形

成するための分裂を促進させる・一原因をなしたものと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　葡萄あ発摂に及ぼ’す挿床の土壌撫度の影響について大井上氏は50％内外の土壌含水率を可と

すると述べている。本実験に於て、再生し得た穂木は（a）では挿床の土壌漁度の大小に拘らす

殆どなく、（C）以上では全部再生している。然し（b）（I）では殆ど再生せす、（1））（皿）以上でぼ概

ね再生し得たのである。之は挿床の土壌撫度の影響を受けたものと思われるがい二の点に関し

ては更に詳しい調査を行う必要がある。叉発根量は各貯藏漁度を通じて、（I）は（正）、（皿）よりも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　※
はるかに劣つている。即ち、（I）は仙40％（対最大容水量）、（皿）は64．76劣、（I）は20・6晩に

相当しており、挿床としての適当な土壌撫度は大井上氏の述ぺる所と大体一致している。壌土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
を充した鉢植葡萄當の枝楕の伸軍については8如49％の撫度を有する場合に於て最も良好であ
　　　　　　　（3）μ）

つたとの小林氏　　の報告があるが、本実験に於ては明らかな傾向は認められなカりた。然し

発根量の大なるものが薪楕の発育も亦良好であると考えられ、亡の調査以後の生長に於て土壌

撫度の影響が現われてくるのではなかろうかと思われる。

Y　要　　　　鈎

1、本実験は葡萄の挿穂を貯藏する場合の貯藏繰度及ぴ挿床の漁度が挿穂の再生及ぴ育苗に及

ぽす影響について観察したものである。

2、風乾した海岸砂匠地の砂に貯藏した穂木の重量は貯藏中、漸次減少し最大容水量以上に水

　を加えた砂に貯藏したものは塘加した。約11％の漁度に貯藏したものは貯藏期間の敵牛期に

は顯著な増加を示したが後孚期には殆ど変化がなく、叉6％に貯藏した穂木は貯藏期聞中殆

　ど変化がなかつた。

3、再生し得た穂木の数及び根の発育は、貯藏漁度は6劣以上、挿床の土壌撫度は1吻以止の

場合に於て良好であつたが新槍の発育は貯藏漁度6％以上では差がなく、叉挿床の土壌撫度

の相異によつても差は認められなかつた。故に穂木の貯藏に用いる土壌撫度は少くとも6％

以上、挿床の土壌漁度は11％以上であることが適当と思われる。

※　：最大容水量に対する％を表わす。
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S u In nl a r y 

As for thls expellment concelne(] th"* opt mum nlolsture of the sa< nd for th"* storage of vine 

canes are considerecl to L"e above fol tlle <jutting of vlne canes above I l;~~ in dry 6 ~~ and ' 

weight respectively. 

The vllle canes In storage of 6 ~:, th･>1e w*-1~~ aln~0st no chang ~ In ftesh ~~'ei~~ht, while, 

those In storage of above ll/"~ they incl*~as.~d In w*'i~crht _*otradually and all leg*"tlerated They 

were all in good ~50TOwtll after cutting as per follo~vlug taDl s 

Table I The relatlon of thc saud molstulc for thc storage and cuttlng to the lcgener.atG of 

vine canes aftel tho cLltt n*(r. 
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root o
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eight vine canes were used in o_ne plot. 
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Table 2 Il*he relation of the sanci 

vine canes after the cuLtting. 

moisture for the storage and Ctlttlllg tO tlle grovrth of 

Sand moisture 
for cutting 

Sand moisture 
for storage 

o ~~ 

6 ~ 

l I ol lo 

Saturated 

5 o･/_. lO 

root O gr 
shoot 0.08 

total o . 08 

root O 
shoot O 

total O 

root 0.38 

shoot 0.77 

total 1 . 15 

root I . 05 

Bhoot I . 17 

t ot al 2 . 22 

11 ~~ 

o
 
o
 

gr 

o
 

o . 70 

0.90 

l .60 

o . 77 

o . 88 

l .65 

1 . 76 

1.01 

2.77 

l 7 ol lo 

O 5~r 
O . 32 

o . 32 

O . 93 

l .OO 

1 .93 

l . OO 

1.11 

2.11 

l .75 

O . 96 

2.71 

~~f~ 

㌻＼ 5　％ 工1　％ 17　％

根の重さ 新稿の重さ 根の重さ 新稿の重さ 根の重さ 新稽の重さ

0％

0
9
0
0
0
0
0
0
0

0
．
3
5
9
0
．
3
0
0
0
0
0
0
0

0
　
σ
　
b
O
0
0
0
0
0
0

1
．
1
O
※
9
0
．
1
5
※
0
0
0
0
0
0

2
．
5
0
※
9
0
0
0
0
0
0
0

1
．
9
5
※
9
0
，
8
5
0
，
9
0
0
．
5
0
0
0
0
0

含　計 O O．65 O 0 0 2．25

卒　均 0 0．08 O O 0 O．32
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6％

合　　計

卒　　均

11％

含　　計

卒　　均

飽和

含　二計

卒　　均

0
0
0
0
0
0
0．20※

0

0

0
0
0
0
0
0
0．80洪

0

0

0　　　　　　　0

0，45

0，55

0，40

0，20

0．ヱ0

0，50

0，20

0．65

3．05

0．38
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※印は不当に大きいか叉は小さい値であるため5％の危瞼牽で棄却した
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